
史
料�

⽂
政
⼆
年�

琉
球
船
常
陸
国
多
賀
郡
川
尻
村
漂
着
⼀
件�

⽬

次�

史
料
に
つ
い
て
 …
� ￼

1

凡

例
 …

� ￼
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⽤
留
類
聚
 …

� ￼
� 2

２
 
続
⽔
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史
料
に
つ
い
て�

１
　
〈
松
岡
中
山
家
中
御
郡
方
御
用
留
類
聚
〉
 
成
⽴
年
不
詳
。
茨
城

県
⽴
歴
史
館
蔵
（
松
岡
中
⼭
家
中
⾼
橋
家
⽂
書243‒1

）
。
⽔
⼾
藩
附
家

⽼
中
⼭
⽒
の
知
⾏
地
松
岡
領
（
お
よ
そ
現
在
の
⾼
萩
市
安
良
川
か
ら
北
茨

城
市
⼤
津
ま
で
の
地
域
）
を
管
轄
す
る
中
⼭
⽒
の
郡
⽅
の
記
録
。�

２
　
続
水
戸
紀
年
 
成
⽴
年
は
幕
末
。
編
者
は
⼩
笠
原
貞
道
。
『
茨
城

県
史
料
 
近
世
政
治
編
Ⅰ
』
（p.627

）
に
よ
っ
た
。�

３
　
水
戸
下
市
御
用
留
 
茨
城
⼤
学
附
属
図
書
館
蔵
。
同
館
編
・
発
⾏

『
⽔
⼾
下
市
御
⽤
留
（
四
）
』
（p.105

）
に
よ
っ
た
。�

４
　
通
航
一
覧
 
嘉
永
六
年
（
⼀
⼋
五
三
）
成
⽴
。
幕
府
の
命
に
よ
り
昌

平
坂
学
問
所
内
に
設
け
ら
れ
た
沿
⾰
調
所
に
お
い
て
編
修
さ
れ
た
。

「
通
航
⼀
覧
 
巻
之
⼆
⼗
四
」
（
『
通
航
⼀
覧
 
第
⼀
』
⼀
九
⼀
三
年
国

書
刊
⾏
会
発
⾏
 
国
⽴
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
。�

な
お
東
京
⼤
学
史
料
編
纂
所
「
通
航
⼀
覧
琉
球
国
部
テ
キ
ス
ト
」

（
重
点
領
域
研
究
「
沖
縄
の
歴
史
情
報
研
究
」
。
こ
の
翻
刻
は
東
京
⼤
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
写
本
「
通
航
⼀
覧
」
に
よ
る
と
い
う
）
を
参
照
し
た
。�

５
　
海
防
之
集
説
 
成
⽴
年
不
詳
。
⽴
原
翠
軒
編
と
い
う
。
⽔
⼾
下
市

町
年
寄
加
藤
松
蘿
に
よ
る
写
本
。
図
の
み
が
掲
載
さ
れ
、
関
連
記
述

は
な
い
。
茨
城
県
⽴
図
書
館
蔵
松
蘿
館
⽂
庫
。�

そ
の
他
 
『
⼗
王
町
史
 
通
史
編
』
に
「
図
３‒

６‒

１
 
琉
球
船
の

図
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
⼟
浦
市
⽴
博
物
館
収
蔵
本
間
家
⽂
書

の
記
録
は
、
「
通
航
⼀
覧
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
⽂
で
あ

り
、
ま
た
琉
球
船
図
も
「
海
防
之
集
説
」
と
類
似
し
て
い
る
の
で
本
書

に
は
収
録
し
な
か
っ
た
。�

 
沖
縄
に
お
け
る
史
料
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。�

凡

例�

（
１
）
漢
字
は
常
⽤
漢
字
を
⽤
い
た
が
、
⼀
部
正
字

を
残
し
た
。�

（
２
）
読
点
は
制
作
者
に
お
い
て
付
し
直
し
た
。�

（
３
）
⾒
せ
消
ち
は
 
⽂
字
の
左
に
「″

」
を
付
し

た
。�

（
４
）
助
詞
の
者
・
⽽
・
茂
・
江
・
与
・
⽽
已
は
、

は

て

も

え

と

の

み

⽂
字
を
⼩
さ
く
し
て
漢
字
で
⽰
し
た
。�

（
５
）
合
字
ゟ
（
よ
り
）
は
そ
の
ま
ま
。�

（
６
）
［
 
］
は
割
書
。�

（
７
）
（
 
）
は
制
作
者
に
よ
る
註
記
で
あ
る
。�

（
８
）
〈
 
〉
を
付
し
た
史
料
表
題
は
、
制
作
者
に

よ
る
。�

日
立
市
の
歴
史
点
描 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１
 
松
岡
中
⼭
家
中
御
郡
⽅
御
⽤
留
類
聚�

 
 
 
異
国
船
漂
着
之
事
 
但
琉
球
船
川
尻
へ
着�

 
⽂
政
⼆
卯
五
⽉
⼗
三
⽇�

⼀
 
川
尻
村
沖
江

 

怪
敷
船
壱
艘
⾒
当
り
、
右
村
漁
船
之
も
の
⾒
届

候
由
之
処
琉
球
⼈
ニ
相
⾒
、
尤
⾔
語
不
相
分
候
得
共
、
拾
壱
弐

⼈
乗
組
商
船
被
吹
流
参
候
様
⼦
ニ
有
之
、
右
濱
江

 

為
泻
留
候

(

潟)

趣
、
別
書
写
之
通
訴
出
候
間
、
尚
亦
相
尋
候
処
、
陸
ゟ
⾒
候
⽽

 

ハ
船
⻑
六
七
間
も
有
之
、
巴
之
紋
付
候
⼩
籏
⽴
置
候
相
⾒
候
得

と
も
、
委
敷
義
ハ
未
相
分
候
趣
ニ
御
座
候
、
仍
⽽

 

早
速
⽀
配
指

出
申
候
旨
、
五
⽉
⼗
三
⽇
⽯
神
御
郡
奉
⾏
佐
々
⽊
彦
吉
⽅
ゟ
御

家
⽼
衆
へ
申
来
候
事�

以
書
付
御
訴
奉
申
上
候
事�

右
当
村
怪
敷
船
船
相
⾒
候
ニ
付
、
村
⽅
⼩
漁
船
帰
帆
之
節

⾒
届
参
り
候
処
、
琉
球
船
ニ
御
坐
候
ニ
⽽

 

⾔
語
聢
と
不
相

訳
候
得
共
、
⼈
躰
ハ
琉
球
⼈
ニ
相
違
無
之
様
相
⾒
申
候
、

尤
商
船
之
様
⼦
ニ
御
座
候
、
当
浦
陸
近
ク
掛
留
候
ま
ゝ
早

速
ニ
御
訴
申
上
候
、
柱
切
難
事
之
船
ニ
相
⾒
申
候
、
依
⽽

 

委
敷
義
ハ
得
ト
⾒
届
之
上
可
奉
申
上
候
、
何
様
異
国
船
同

様
ニ
と
め
候
間
、
早
速
御
訴
奉
上
候
、
仍
⽽

 

如
件�

⽂
政
⼆
年
卯
五
⽉
⼗
三
⽇
 
 
川
尻
村�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
庄
屋
 

東
左
衛
⾨�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾈
庄
屋
 

久
次
郎�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
与
頭
 

四

⼈�

右
ニ
付
⽯
神
御
郡
⽅
ゟ
川
尻
へ
出
役
之
も
の
江
前
問
合
、
此
⽅

ゟ
江
橋
吉
衛
⾨
、
檜
⼭
平
次
兵
衛
両
⼈
同
⼗
五
⽇
昼
時
川
尻
御

指
遣
候
、
委
細
ハ
異
国
船
御
⽤
留
ニ
記
す�

 
＊

 
同
年
六
⽉�

⼀
 
此
度
川
尻
濱
江

 

琉
球
船
漂
着
取
扱
⽅
之
儀
ニ
付
関
屋
六
左
衛

⾨
□
遠
慮
被
仰
付
候
、
右
慎
中
差
掛
候
御
⽤
向
御
座
候
ハ
ヽ
⼭

⼝
六
郎
衛
⾨
江

 

可
被
申
出
候
、
六
⽉
九
⽇
三
ノ
丸
御
家
⽼
太
⽥

新
衛
⾨
殿
ゟ
寺
⾨
忠
⼤
夫
へ
申
来
ル�

 
 
 
同
⽉
⼗
四
⽇
遠
慮
御
免
申
来
ル�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ″
″
″
�

２
 
続
⽔
⼾
紀
年�

［
同
上
］
（
⽂
政
⼆
年
五
⽉
）�

⼗
三
⽇
多
賀
郡
川
尻
濱
エ
琉
球
船
標
着
、
警
衛
ノ
⼈
数
ヲ
出
サ

ル
、
⽬
附
河
⽅
作
左
衛
⾨
、
先
⼿
物
頭
横
⼭
甚
左
衛
⾨
信
礼
、
荻

昇
介
君
寿
、
此
⼆
⼈
同
⼼
ト
モ
、
⼩
⼗
⼈
⽬
付
渡
邊
太
郎
左
衛

⾨
、
徒
⽬
付
増
⼦
庄
三
郎
、
菊
池
三
之
允
、
杉
浦
⾠
蔵
下
両
役
ト

モ
、
郡
奉
⾏
佐
々
⽊
彦
吉
、
調
役
市
村
仁
衛
⾨
、
⼿
代
数
⼈
、
筆

談
役
⼤
番
列
彰
考
館
学
⽣
⼤
⽵
與
五
兵
衛
、
歩
⾏
⼠
列
宇
佐
美
久

五
郎
等
其
他
⼩
者
、
村
役
⼈
等
出
ル
、
依
テ
コ
レ
ラ
検
察
ス
ル

ニ
、
琉
球
中
⼭
王
年
貢
⽶
積
越
シ
、
⽀
配
所
⼋
重
⼭
島
エ
着
船
、

 
＊

四
⽉
⼗
七
⽇
帰
帆
ノ
ト
キ
颶
⾵
ノ
為
ニ
漂
流
セ
リ
、
九
反
帆
⾺
艦

 
＊

 
＊

⼀
艘
、
船
主
琉
球
国
泉
崎
村
仲
村
渠
筑
登
之
、
船
頭
東
村
当
銘
、

 
＊

 
＊

⽔
主
⽟
城
、
⽐
嘉
、
宮
城
、
⼩
橋
川
、
嘉
数
、
国
吉
、
⼤
城
、
島

袋
、
⾦
城
、
⼭
城
、
⾼
良
洲
合
テ
⼗
⼆
⼈
ナ
リ
、
六
⽉
⼗
⽇
江

(

マ
マ)

⼾
薩
摩
侯
ノ
邸
ヨ
リ
受
取
ノ
役
⼈
来
ル
、
三
百
⽯
⾺
廻
四
本
孫
左

衛
⾨
、
百
五
⼗
⽯
留
圭
居
添
役
河
野
新
⼤
夫
、
百
⽯
⽬
付
⼩
⽥
善

兵
衛
来
ル
、
七
⽉
朔
川
尻
村
ヨ
リ
召
連
レ
江
⼾
ニ
帰
ル
、
船
及
荷

物
皆
⼊
札
払
ニ
ナ
ル
、
漂
流
⼈
在
留
中
⼀
汁
三
菜
ノ
飯
ヲ
ア
タ

へ
、
且
綿
⼊
、
蒲
団
、
蚊
帳
、
笠
、
脚
絆
、
草
鞋
、
⾜
袋
マ
テ
⼗

⼆
⼈
分
ア
タ
へ
ラ
ル
、
彼
国
⻑
寿
ノ
者
少
ナ
リ
、
⼤
抵
五
⼗
前
後

ニ
テ
死
ス
、
此
漂
流
ノ
者
モ
年
齢
ヨ
リ
年
⽼
テ
⾒
ユ
、
三
⼗
前
後 

＊
異
国
船
御
用
留
：
未
見
。 

＊
中
山
王
：
ち
ゅ
う
ざ
ん
お
う
。
琉
球
国
王
の
こ
と
。 

＊
颶
風
：
グ
フ
ウ
。
つ
む
じ
。
暴
風
、
海
中
の
大
風
。 

＊
馬
艦
：
バ
カ
ン
。
馬
艦
船
。
近
世
の
琉
球
海
運
で
活

躍
し
た
二
本
マ
ス
ト
の
航
洋
性
の
高
い
商
船
。
船

型
・
構
造
と
も
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
技
術
を
導
入
し
た

も
の
で
、
そ
の
堅
牢
性
や
帆
走
性
能
は
和
船
を
し

の
い
で
い
た
。
琉
球
政
府
の
規
定
で
は
、
小
は
五

反
帆
・
八
十
石
か
ら
大
は
十
二
反
帆
・
三
百
四
十

石
積
と
さ
れ
て
い
て
、
帆
に
蒲
帆
を
使
用
す
る
な

ど
琉
球
独
自
の
技
術
を
と
り
入
れ
て
い
る
。 

＊
泉
崎
村
：
現
沖
縄
県
那
覇
市
。 

＊
筑
登
之
：
ち
く
ど
の
。
ち
く
ど
ん
。
琉
球
の
位
階

制
度
で
、
大
名
・
・
士
・
百
姓
の
三
階
級
の
う
ち
里

主
（
里
之
子
。
さ
と
ぬ
し
）
に
つ
ぐ
士
の
位
置
に

あ
っ
た
も
の
。 
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ニ
テ
頒
⽩
ノ
者
多
シ
、
⾔
語
ス
へ
テ
通
シ
カ
タ
シ
［
端
亭
漫
録
］�

 
＊

 
＊

３
 
⽔
⼾
下
市
御
⽤
留�

⼀
 
河
尻
村
沖
江
琉
球
⾈
難
船
被
吹
流
来
り
、
漁
事
⾈
⾒
当
り
、

訴
出
候
ニ
付
、
御
先
⼿
⽅
并
御
⽬
付
其
外
御
役
⼈
衆
被
相
詰
、

薩
摩
様
へ
御
届
ケ
ニ
相
成
、
御
加
ニ
⽽
御
役
⼈
衆
御
下
り
、
右

琉
球
⼈
御
引
渡
シ
ニ
相
成
、
此
間
御
役
⼈
ハ
相
引
申
候
由
、
未

タ
逗
留
之
由
、
右
琉
球
⼈
名
前
承
候
所
、
左
之
通
り�

当
銘
 
国
吉
 
⼤
城�

ク
ニ
ヨ
シ

ヲ
ヽ
グ
ス
イ

⽟
城
 
⽐
嘉
 
島
袋�

タ
マ

ホ
ク

宮
城
 
⾦
城
 
⼩
橋
川�

⼭
城
 
⾼
⼝
淵
 
嘉
数�

タ
カ
イ
 
ス

カ

ス

船
主
泉
崎
村
仲
村
渠
筑
登
之�

ホ
ナ
ノ
シ

モ
ラ

カ
イ
チ
ク
ト

ノ

球
⼈
名
録�

(

琉
脱)

⽂
政
⼆
歳
卯
六
⽉�

４
 
通
航
⼀
覧�

 
琉
球
国
部
⼆
⼗
四
 
⽌�

漂
着�

昔
年
よ
り
琉
球
船
漂
着
の
時
ハ
、
何
国
に
て
も
島
津
⽒
に
引
渡

し
、
薩
摩
よ
り
帰
国
せ
し
む
る
御
制
度
な
り
［
年
代
所
⾒
な
し
、

慶
⻑
⼗
五
年
以
後
の
事
な
る
へ
し
、
證
ハ
、
海
防
之
部
、
異
国
船
扱
⽅

琉
球
船
の
条
に
あ
り
］�

慶
安
⼆
⼰
丑
年
七
⽉
六
⽇
、
唐
船
⼀
艘
薩
摩
国
⼭
川
に
［
揖
宿
郡

に
属
す
］
漂
着
す
、
こ
ハ
先
に
渡
唐
し
て
抑
留
せ
ら
れ
し
［
島

津
］
薩
摩
守
光
久
よ
り
注
進
あ
り
、
［
證
ハ
、
唐
国
往
来
の
条
に
あ

り
］
宝
永
⼆
⼄
⾣
年
秋
、
琉
球
⼈
駿
河
国
清
⽔
浦
に
［
安
倍
郡
に

属
す
］
漂
着
す
、
延
享
⼆
⼄
丑
年
夏
、
ま
た
陸
奥
国
に
漂
着
す
、

宝
暦
六
丙
⼦
年
六
⽉
廿
六
⽇
、
肥
前
国
五
島
に
［
松
浦
郡
に
属

す
］
漂
着
す
、
よ
て
⻑
崎
に
挽
送
り
、
奉
⾏
よ
り
同
所
詰
島
津
⽒

聞
役
に
引
渡
す
、
同
⼗
⼆
壬
午
年
四
⽉
廿
⼆
⽇
、
薩
摩
国
附
⼤
島

に
［
⼤
島
の
薩
摩
附
た
り
し
證
、
⼤
島
筆
記
、
中
陵
漫
録
等
に
あ
り
、

安
永
四
年
⼋
丈
島
漂
着
の
⼤
島
船
船
頭
等
よ
り
出
せ
し
帰
島
願
の
書
付

に
も
、
薩
摩
国
附
⼤
島
船
頭
云
々
と
記
し
た
り
］
漂
着
、
そ
れ
よ
り

薩
摩
に
い
た
り
、
扶
助
あ
り
て
帰
国
せ
し
む
、
安
永
四
⼄
未
年
五

⽉
、
志
摩
国
⿃
⽻
浦
に
［
答
志
郡
に
属
す
］
漂
着
す
、
⽂
政
⼆
⼰

卯
年
五
⽉
⼗
三
⽇
、
常
陸
国
川
尻
村
に
［
多
珂
郡
に
属
す
］
漂
着

す
、
同
年
六
⽉
⼗
⽇
、
⽔
⼾
殿
よ
り
松
平
［
島
津
］
中
将
⻫
興
の

家
⼈
に
引
渡
さ
る�

 
（
中
略
）�

⽂
政
⼆
⼰
卯
年
五
⽉
⼗
三
⽇
、
常
州
多
珂
の
郡
川
尻
村
に
漂
着
の

琉
球
船
、
其
由
を
尋
候
に
、
⼗
三
⽇
⾬
中
早
天
に
川
尻
村
海
⾯
汀

近
く
漕
⼊
船
の
繋
り
場
、
何
に
て
可
宜
哉
と
仕
形
を
以
漁
船
に
問

候
由
、
漁
船
⼤
き
に
驚
き
、
⼤
略
に
磯
間
か
ゝ
り
場
指
図
い
た
し

候
由
、
夫
よ
り
異
国
⼈
弐
⼈
陸
に
上
り
、
庄
屋
藤
左
衛
⾨
宅
を
尋

ね
候
趣
、
⽇
本
⾔
葉
を
遣
ひ
候
由
な
り
、
時
に
七
⼗
五
歳
に
相
成

候
⽼
⺟
有
之
候
を
⾒
て
、
ナ
ン
ヂ
ヤ
と
申
候
由
、
庄
屋
の
妻
ヲ
ヤ

と
答
候
得
は
、
い
く
つ
に
な
る
と
申
候
由
、
七
⼗
五
に
な
る
と
申

候
へ
ハ
、
我
等
も
ヲ
ヤ
は
⼋
⼗
五
に
な
る
と
申
て
、
涙
を
浮
へ
⼿

を
合
て
我
を
案
し
候
事
に
も
可
有
之
と
申
仕
形
を
致
し
候
由
、
殊

勝
な
る
事
に
有
之
候
、
其
後
茶
を
出
し
候
へ
ハ
、
茶
臺
へ
式
礼
有

て
茶
を
飲
候
様
⼦
、
此
⽅
の
⼈
に
異
る
事
な
し
、
何
そ
給
へ
候
や

と
申
候
へ
ハ
、
不
分
様
⼦
に
付
、
仕
形
に
て
⾒
せ
候
得
者
、
⾄
極

悦
ひ
の
様
⼦
⾒
え
け
る
に
よ
り
、
肴
も
な
く
て
と
申
候
ヘ
ハ
、 

＊
頒
白
：
は
ん
ぱ
く
。
白
髪
ま
じ
り
の
毛
髪
。 

＊
端
亭
漫
録
：
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る

が
、
未
見
。 
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シ
ケ
ヂ
ヤ
カ
ラ
と
申
候
由
、
此
弐
⼈
の
中
、
壱
⼈
ハ
船
頭
当
銘
と

申
も
の
に
て
、
此
も
の
は
か
り
⽇
本
の
詞
を
遣
ひ
候
な
り
、
右
漂

着
の
節
漂
流
⼈
よ
り
差
出
候
訴
状
、
覚�

私
共
乗
船
之
儀
、
中
⼭
王
年
貢
⽶
積
越
⽤
⼋
重
⼭
島
江
相
渡
り
、

年
貢
積
⼊
、
閏
四
⽉
⼗
六
⽇
彼
島
よ
り
出
帆
仕
候
処
、
次
⼗
七
⽇

逢
⼤
⾵
、
梶
本
⽊
波
に
被
打
折
、
⼗
死
⼀
⽣
之
涯
に
相
成
、
⼤
檣

 
＊

＊

切
捨
、
⾵
謐
当
御
地
漂
着
仕
申
候
間
、
御
改
被
仰
付
可
被
下

(

儘
ヵ)

候
、
以
上�

琉
球
船
主�

泉
崎
村
渠
筑
登
之
船
主�

(

頭
ヵ)

卯
五
⽉
⼗
三
⽇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当
銘
印�

右
印
ハ
丸
印
に
て
此
⽅
の
印
に
相
違
無
之
候
、
但
し
麁
抹
な
り�

⼀
 
夫
よ
り
⽯
神
官
府
へ
訴
に
相
成
、
翌
⼗
四
⽇
未
明
に
川
尻
に

相
詰
候
郡
吏
ハ
、
清
⽔
嘉
右
衛
⾨
、
太
⽥
伝
次
右
衛
⾨
、
扨
其

夜
郡
奉
⾏
佐
々
⽊
彦
吉
、
并
調
役
市
村
仁
右
衛
⾨
等
拾
⼈
相
詰

る
、
則
官
議
を
以
、
右
船
頭
并
⽔
主
拾
壱
⼈
川
尻
村
公
官
の
炭

蔵
明
き
居
候
を
、
屋
根
を
ふ
き
か
へ
野
埒
を
結
ひ
、
⼀
⽅
⼝
に

ヤ
ラ
ヒ

⽊
⼾
を
作
り
、
諸
役
⼈
番
所
ま
て
⼀
々
同
⽉
⼗
⼋
⽇
迄
に
出

来
、
是
へ
為
引
置
候
也
、
扨
⼜
⽯
神
よ
り
詰
の
後
、
⼗
五
⽇
に

⽔
府
発
⾜
の
⼈
々
、
先
鋒
将
萩
登
之
助
、
横
⼭
甚
五
左
衛
⾨
組

の
同
⼼
各
弐
⼗
⼈
つ
ゝ
、
監
曹
川
⽅
佐
左
衛
⾨
、
史
館
よ
り
筆

談
と
し
て
⼤
⽵
與
兵
衛
、
宇
佐
美
久
五
郎
皆
昼
夜
を
不
別
、
川

尻
へ
相
詰
也�

⼀
 
夫
れ
よ
り
船
を
汀
に
引
寄
、
積
⼊
候
俵
物
等
を
改
、
不
残
此

⽅
引
揚
候
由
、
積
⼊
之
品
ハ
、
粟
、
⼩
⻨
、
⽞
⽶
少
々
有
之
候

由�

⼀
 
異
国
船
と
申
ハ
、
琉
球
国
泉
崎
村
仲
村
渠
筑
登
之
と
申
者
の

キ
チ
ク
カ

ン

船
に
て
、
船
頭
東
村
当
銘
、
と
し
四
⼗
三
、
⽔
主
ハ
同
村

ト
ウ
メ
イ

国
吉
と
し
⼆
⼗
三
、
⽟
城
と
し
三
⼗
五
、
⼤
城
と
し
三
⼗

ク
ニ
キ
チ

タ
マ
ク
ス
ミ

タ
イ
ジ
ヨ
ウ

五
、
⽐
嘉
年
三
⼗
七
、
島
袋
年
三
⼗
⼀
、
宮
城
と
し
⼆
⼗

ヒ

カ

ト
ウ
タ
イ

ミ
ヤ
シ
ロ

九
、
⾦
城
と
し
三
⼗
⼆
、
⼩
橋
川
と
し
三
⼗
⼀
、
⼭
城
と
し

キ
ン
シ
ヤ
ウ

コ

ハ
ガ
ハ

サ
ン
ジ
ヤ
ウ

三
⼗
三
、
⾼
江
州
と
し
三
⼗
四
、
嘉
数
と
し
⼆
⼗
⼋
、
以
上

ヨ
シ
カ
ス

⼗
⼆
⼈
、
船
ハ
九
反
帆
、
⾺
艦
と
申
船
之
由
、
清
朝
嘉
慶
⼆

⼗
四
年
卯
四
⽉
⼗
六
⽇
、
⼋
重
⼭
島
と
い
ふ
所
よ
り
出
帆
い

 
＊

た
し
候
由
之
処
、
其
翌
⼗
七
⽇
、
⼤
⾵
に
て
⾠
⺒
の
沖
へ
被

吹
流
、
夫
れ
よ
り
南
⾵
に
吹
替
り
、
東
北
へ
相
⾛
り
、
⼗
⼆
⽇

よ
り
［
按
す
る
に
、
廿
⼆
⽇
の
誤
写
な
る
へ
し
］
北
⾵
に
て
此
濱

⾯
に
漂
候
由
、
其
中
彼
地
に
於
て
、
中
⼭
王
⼤
美
殿
と
申
殿

 
＊

の
普
請
材
⽊
樫
⽊
数
百
本
積
⼊
候
よ
し
、
是
⼜
漂
流
の
中
不

残
海
中
へ
投
⼊
、
此
度
ハ
唯
送
状
は
か
り
に
て
、
所
持
の
材

⽊
⼀
本
も
無
之
、
右
所
持
の
送
状
⼗
⼆
通
有
之
、
皆
同
⼿
跡

同
⽂
⾔
、
唯
⼩
⻨
の
数
か
は
り
候
計
り
な
り
、
其
写�

送
状
 
 
 
 
 
御
⽤
意
御
蔵�

 
粟
⼗
五
⽯
六
⽃
七
升
五
合
六
勺�

但
、
⼀
俵
に
付
絃
懸
計
⾶
⼊
に
し
て
、
弐
盃
⼩
升�

五
升
⽄
⽬
⼋
⼗
三
⽄
、
俵
⽪
九
⽄�

右
御
⽤
意
為
御
物
多
配
分
を
以
、
九
反
帆
⾺
艦
船
主
泉
崎
村
仲
村

渠
筑
登
之
之
船
頭
当
銘
、
船
よ
り
積
登
申
候
、
運
賃
⽶
は
当
所
に

⽽
相
渡
申
候
、
以
上�

仕
上
世
役
捊
海
⽬
差�

卯
四
⽉
⼗
七
⽇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
譜
久
⼭
に
や
印�

 
 
 
 
仲
間
與
⼈
印�

右
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上 

＊
大
檣
：
お
お
ほ
ば
し
ら
。
た
い
し
ょ
う
。
帆
船
の

三
本
の
帆
柱
の
う
ち
で
中
央
の
も
の
。�

＊
清
朝
嘉
慶
二
十
四
年
：
西
暦
一
八
一
九
年
、
文
政

二
年
に
あ
た
る
。 

＊
大
美
殿
：
う
ふ
み
う
ど
ぅ
ん
。
首
里
城
の
城
外
西

方
に
あ
っ
た
琉
球
国
王
の
別
邸
。
現
、
那
覇
市
首
里

真
和
志
町
二
丁
目
。 

＊
梶
本
木
波
：
不
詳 
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⼋
重
⼭
島
頭�

卯
四
⽉
⼗
七
⽇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽯
垣
親
雲
上
印�

 
＊

同�

 
 
 
 
⼤
濱
親
雲
上
印�

同
在
番
筆
者�

 
 
 
 
潮
平
之
親
雲
上
印�

同
在
番�

 
 
 
 
具
志
堅
親
雲
上
印�

同
在
番�

卯
四
⽉
⼗
七
⽇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喜
舎
場
親
雲
上
印�

御
物
奉
⾏
所�

按
す
る
に
、
⼋
重
⼭
島
出
帆
を
四
⽉
⼗
六
⽇
と
記
し
て
、
此

送
状
に
、
⼗
七
⽇
と
あ
る
ハ
、
時
⽇
符
号
せ
ず
、
姑
く
疑
を

 
＊

存
す�

⼀
 
⼈
物
皆
柔
和
に
相
⾒
候
、
髪
ハ
平
⽣
丈
け
⻑
く
蓄
ふ
る
由
ニ

候
得
共
、
此
度
漂
流
寒
苦
に
由
て
、
神
明
を
祈
り
各
髪
を
た
ち

詰
候
由
也
、
此
⽅
の
⼭
伏
の
こ
と
く
ま
と
ひ
居
候
也
、
古
来
ハ

丸
に
総
髪
に
有
之
処
、
明
朝
敗
滅
の
後
、
今
の
清
朝
北
狄
の
餘

胤
を
以
、
中
華
を
猾
し
⾵
俗
を
⾰
め
、
皆
⿏
辮
之
姿
に
成
候
ニ

付
、
琉
球
⼈
を
も
是
⾮
に
其
⾵
俗
に
改
め
ん
と
命
令
に
付
、
不

得
⽌
事
中
を
始
て
そ
り
候
由
、
今
ハ
中
そ
り
を
加
へ
候
な
り
、

し
か
し
惣
髪
相
⾒
え
候�

⼀
 
⾐
装
ハ
、
イ
セ
ウ
と
唱
へ
、
皆
か
ら
む
し
に
て
作
り
候
由
、

⾄
極
の
麁
布
な
り
、
仕
⽴
は
ゑ
り
を
広
く
し
て
、
⼀
⾯
に
幅
広

に
縫
⽴
候
、
帯
ハ
⼀
は
ゝ
も
の
を
、
よ
り
な
し
に
前
に
て
両
膝

に
結
ひ
下
け
、
常
に
⼿
拭
の
様
な
る
物
を
腰
に
挟
ミ
居
候
な
り�

⼀
 
積
⼊
候
諸
品
、
⾦
碇
三
ツ
、
⽊
碇
弐
ツ
、
⾦
碇
ハ
三
ツ
⾜
に

有
之
由
、
⽊
碇
ハ
此
⽅
の
⽅
⾔
に
⼭
太
郎
と
申
碇
に
少
し
替

り
、
⼤
概
似
寄
候
由
、
丹
後
と
い
ふ
⼿
桶
、
芭
蕉
縄
⼆
房
、
砂

仁
縄
弐
房
、
⽩
⽶
壱
⼈
壱
⽯
ツ
ヽ
、
伝
間
船
壱
艘
、
味
噌
壺
壱

荷
、
菜
櫃
壱
ツ
、
船
を
引
き
上
候
ほ
と
り
へ
上
置
候
、
太
縄
廻

り
壱
尺
位
に
も
⾒
え
、
⽊
の
⽪
を
以
制
し
候
様
⼦
、
⾹
気
も

少
々
有
之
間
、
も
し
是
を
砂
仁
縄
と
も
申
候
哉�

⼀
 
船
⻑
さ
拾
四
五
間
、
横
四
五
間
、
深
さ
壱
丈
壱
弐
尺
、
清
朝

福
建
州
の
船
に
似
寄
候
得
共
、
削
⽅
制
作
⾄
て
麁
抹
に
て
、
危

様
に
相
⾒
え
候
、
帆
柱
三
ケ
所
中
、
壱
ケ
所
作
り
附
、
居
所
舳

に
あ
り
、
⽵
を
か
き
附
、
上
に
笘
を
張
る
様
⼦
、
屋
根
中
棟
通

り
三
尺
程
明
き
、
⾚
き
⽊
を
帆
板
に
か
け
、
笘
を
其
次
に
か

ホ

ケ

け
、
潮
除
の
様
⼦
、
舳
に
⽯
灰
ぬ
り
に
⾚
き
丸
あ
り
、
艫
に
⿊

板
に
⽩
き
半
⽉
の
如
き
丸
あ
り
、
⽔
つ
き
⽯
灰
塗
り
、
敷
板
異

る
事
な
し
、
ホ
ケ
左
右
に
薬
研
の
縁
の
如
く
開
く
、
帆
柱
押
の

⽊
に
船
板
あ
り
、
観
⾳
の
札
な
り�

船
之
図
［
図
ア
リ
］�

 
＊

同
年
六
⽉
⼗
⽇
、
薩
州
よ
り
右
漂
流
⼈
迎
の
役
⼈
川
尻
へ
着
、
⼀

昨
⼋
⽇
江
⼾
出
⽴
之
由�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾺
廻
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾼
三
百
⽯
 
 
 
 
 
 
 
四
本
孫
左
衛
⾨�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
下
六
⼈�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留
守
居
添
役�

 
 
 
⾼
百
五
拾
⽯
 
 
 
 
 
 
河
野
新
⼤
夫�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
下
五
⼈�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽬
付
役�

 
 
 
⾼
百
⽯
 
 
 
 
 
 
 
 
⼩
⽥
善
兵
衛�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上
下
弐
⼈�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外
ニ�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⾜
軽
三
⼈�

 
 
 
 
〆
⼈
数
拾
六
⼈ 

＊
姑
く
：
と
も
か
く
。
し
ば
ら
く
、 

＊
親
雲
上
：
ペ
ー
チ
ン
。
お
や
く
も
い
。
近
世
琉
球
の

位
階
の
ひ
と
つ
。 

＊
船
之
図
［
図
ア
リ
］
：
「
図
ア
リ
」
と
割
書
が
あ

る
も
、
国
書
刊
行
会
本
『
通
航
一
覧
』
は
収
録
し

て
い
な
い
。�
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６
 
海
防
之
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─────────────────────── 
史料　文政二年琉球船常陸国多賀郡川尻村漂着一件 

制作　日立市の歴史点描 
２０２４年２月２５日 

───────────────────────


